
議
会
の
動
き・編
集
後
記

３
日　

全
員
協
議
会

４
日　

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

５
日　

教
育
民
生
委
員
会
行
政
視
察（
７
日
ま
で
）

11
日　

生
活
環
境
委
員
会
行
政
視
察（
13
日
ま
で
）

14
日　

議
会
運
営
委
員
会

24
日　

都
市
経
済
委
員
会
行
政
視
察（
26
日
ま
で
）

25
日　

総
務
委
員
会
行
政
視
察（
27
日
ま
で
）

28
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

31
日　

議
会
運
営
委
員
会

８
日　

広
報
広
聴
委
員
会

18
日　

各
派
会
長
会

　
　
　

全
員
協
議
会

24
日　

議
会
運
営
委
員
会

25
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

29
日　
市
庁
舎
及
び
市
民
会
館
整
備
等
特
別
委
員
会

31
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

各
常
任
委
員
会
協
議
会

　
　
　

広
報
広
聴
委
員
会

１
日　

定
例
会
初
日
（
10
月
5
日
ま
で
）

　
　
　

予
算
決
算
特
別
委
員
会

５
日　

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

６
日　

都
市
経
済
委
員
会

　
　
　

都
市
経
済
委
員
会
協
議
会

　
　
　

教
育
民
生
委
員
会

　
　
　
市
庁
舎
及
び
市
民
会
館
整
備
等
特
別
委
員
会

７
日　

生
活
環
境
委
員
会

　
　
　

生
活
環
境
委
員
会
協
議
会

　
　
　

総
務
委
員
会

15
日　

広
報
広
聴
委
員
会

19
日　

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

20
日　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
（
26
日
ま
で
）

27
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

28
日　

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

29
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
市
庁
舎
及
び
市
民
会
館
整
備
等
特
別
委
員
会

議
会
の
動
き　
７
・
８
・
９
月

議
会
の
動
き　
７
・
８
・
９
月
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予
算
が
一
会
計
年
度
に
お
け
る
収

入
、
支
出
の
見
積
も
り
で
あ
る
の
に

対
し
、
決
算
は
収
入
、
支
出
の
実
績

で
あ
り
、
結
果
で
す
。
決
算
の
認
定

と
は
、
議
会
が
そ
の
内
容
を
審
査
し

た
上
で
、
収
入
、
支
出
が
適
法
か
つ

正
当
に
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
こ
と
で
す
。

　

決
算
の
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
法

令
等
に
対
す
る
適
合
関
係
に
と
ど
ま

ら
ず
、
①
前
年
度
決
算
と
の
間
に
不

一
致
が
な
い
か
、
②
予
算
審
議
段
階

で
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
と
実
際

の
執
行
結
果
は
ど
う
か
、
③
期
待
さ

れ
た
行
政
効
果
は
達
成
さ
れ
た
か
な

ど
、
幅
広
い
検
討
が
望
ま
れ
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
そ
の
年
度
限
り
で
な

く
、
将
来
の
展
望
に
立
っ
た
総
合
的

審
査
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

本
市
議
会
で
は
、
９
月
定
例
会
会

期
中
に
、
議
長
、
議
員
選
出
の
監
査

委
員
を
除
く
全
議
員
で
構
成
さ
れ
た

予
算
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

　

決
算
審
査
の
結
果
、
議
会
と
し
て

こ
れ
を
不
認
定
と
す
る
こ
と
も
あ
り

得
ま
す
。
不
認
定
と
な
っ
た
場
合
、

税
金
の
使
い
方
に
問
題
が
あ
る
と
さ

れ
た
意
味
で
の
市
長
の
政
治
的
、
道

義
的
責
任
が
問
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
既
に
行
わ
れ
た
予
算
執
行

の
効
力
に
は
何
ら
影
響
し
な
い
も
の

と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

決
算
の
審
査
結
果
を
次
年
度
予
算

に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
、

本
市
議
会
で
は
提
言
書
を
取
り
ま
と

め
、
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

市
長
に
は
、
こ
の
提
言
を
次
年
度

予
算
編
成
に
反
映
す
る
よ
う
求
め
て

い
き
ま
す
。

（
参
考
）「
地
方
議
会
運
営
辞
典　
地
方
議

　
　
　
　

会
運
営
研
究
会（
編
集
）」

編
集

後
記

　
９
月
定
例
会
最
終
日
の
採
決
で
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

計
の
決
算
は
不
認
定
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
決
算
認
定
の
意
味
、
不
認

定
に
な
る
と
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
説
明
し
ま
す
。

審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に

本
会
議
に
て
認
定
、
不
認
定
の
採
決

を
行
っ
て
い
ま
す
。

決
算
の
認
定
と
は

決
算
が
不
認
定
と
なった
場
合

次
年
度
予
算
に
向
け
て

解説

決
算
審
査

7
月

８
月

９
月

　

今
年
は
丸
亀
城
築

城
４
２
０
周
年
と
い

う
節
目
の
年
で
す
。

　

９
月
24
日
の
「
丸
亀
城
４
２
０

フ
ェ
ス
タ
」
を
軸
に
「
キ
ャ
ッ
ス

ル
ロ
ー
ド
」
や
「
武
士
の
装
い
展
」

な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

大
勢
の
方
が
来
城
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
こ
こ
数
年
の
刀
剣
ブ
ー

ム
に
よ
り
、全
国
各
地
か
ら「
刀
剣

女
子
」
が
集
ま
り
、「
ニ
ッ
カ
リ
青

江
特
別
展
」
に
は
最
大
２
時
間
半

待
ち
の
長
蛇
の
列
に
な
る
こ
と
も
。

　

展
覧
会
か
ら
出
て
き
た
「
刀
剣

女
子
」
の
皆
さ
ん
は
、
思
い
思
い

に
感
嘆
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
登
城
し
た
際

に
は
、「
ニ
ッ
カ
リ
青
江
」
と
同

等
か
、
そ
れ
以
上
の
感
動
を
覚
え

た
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
特

に
石
垣
は
初
見
の
方
も
多
く
、
扇

の
勾
配
の
美
し
さ
に
日
本
一
を
感

じ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

我
々
議
会
も
、
丸
亀
を
さ
ら
に

元
気
に
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

皆
様
と
共
に
「
丸
亀
城
の
石
垣
」

の
よ
う
に
一
歩
ず
つ
積
み
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

広
報
広
聴
副
委
員
長　

神
田
泰
孝



総
務
委
員
会

川崎市
葛飾区
ボートレース
平和島

７月
25～27日

都
市
経
済
委
員
会

上田市
長野市
大津市

７月
24～26日 常

任
委
員
会
視
察
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公
文
書
の
保
存
・
管
理
の
重
要
性

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
川
崎
市
で
は
、
早
く
か
ら
公
文

書
館
を
設
置
し
、
文
書
管
理
や
情
報

公
開
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
今
回
、
公
文
書
館
を

視
察
し
、
膨
大
な
量
の
文
書
保
存
の

手
順
や
歴
史
的
文
書
の
選
定
方
法
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
公
文
書

館
の
設
置
に
は
費
用
面
な
ど
様
々
な

検
討
が
必
要
で
す
が
、
文
書
管
理
の川崎市公文書館で文書保存の説明を受ける

長野市でリノべーションまちづくりを視察

　

既
存
の
建
物
を
改
修
し
、
用
途
や

機
能
を
変
更
し
て
付
加
価
値
を
与
え

る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
空
き
家
対
策

や
ま
ち
の
再
生
の
手
法
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
中
心
市

街
地
な
ど
で
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
構

想
の
策
定
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
長

野
市
で
の
民
間
主
導
の
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
（
街
並
み
を
大
事
に
し
、
古
い

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
カ
フ
ェ
な

ど
）
の
あ
り
方
は
、
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
平
和
島
の
現
状
や

本
場
入
場
者
増
加
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ど
こ

の
競
艇
場
も
本
場
入
場
者
や
新
規
顧

客
の
獲
得
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
取
り
組
み
に
も
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

葛
飾
区
で
は
、
事
務
の
手
順
な
ど

職
員
の
知
っ
て
お
く
べ
き
内
容
を
記

載
し
た「
若
手
職
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
若
手
職
員
に
配
付
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
全
職
員
が
統
一
さ
れ
た

意
識
で
職
務
に
当
た
る
こ
と
が
で

き
、
適
切
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
事
務
執

行
や
窓
口
業
務
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
職
員
提
案
の
研
修
実
施

な
ど
、
職
員
育
成
に
努
め
て
い
ま

す
。
す
べ
て
は
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
た

め
に
と
い
う
高
い
意
識
を
、
本
市
に

も
取
り
入
れ
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

大
津
市
の
水
道
施
設
の
更
新
計
画

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
本
市

は
水
道
広
域
化
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
が
、
本
市
と
同
様
に
人
口
減
少
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
む
大
津
市
の
取

り
組
み
は
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

上
田
市
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ

ー
・
上
田
市
立
美
術
館
「
サ
ン
ト
ミ

ュ
ー
ゼ
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
広
く

市
民
が
集
え
る
場
所
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
で
の
施
設
整
備
、
運
営
の
手
法

は
、
本
市
の
市
民
会
館
の
建
て
替
え

を
検
討
す
る
上
で
参
考
に
な
る
も
の

で
し
た
。

あ
り
方
な
ど
、
多
い
に
参
考
と
な
り

ま
し
た
。

常
任

委
員
会

視
察

お
も
て
な
し
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
職
員
の
育
成

川
崎
市
公
文
書
館

新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
経
緯

市
民
会
館
の
建
設
経
緯
・

利
活
用

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
善
光
寺
周
辺
地
区
）の

成
り
立
ち
、現
状
に
つ
い
て

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
平
和
島



　
常
任
委
員
会
で
は

市
勢
発
展
に
資
す
る
た
め
、

先
進
事
例
を
視
察
し
、

調
査
・
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
民
生
委
員
会

生
活
環
境
委
員
会

所沢市
足立区
富士宮市

７月
5～7日

熊本市
久留米市
鳥栖市

７月
11～13日
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所
沢
市
の
学
校
給
食
は
、
直
営
の

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
調
理
が
６

割
、
残
り
は
委
託
や
直
営
で
の
自
校

調
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
強
化
、
学

級
活
動
等
で
の
担
任
と
連
携
し
た
指

導
に
加
え
、
栄
養
士
、
調
理
員
の
授

業
参
加
、
更
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
の
親
子
料
理
教
室
や
食
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
学
校
給
食
展
等
を
通
じ
、
食

　

足
立
区
で
は
貧
困
家
庭
や
子
供
を

孤
立
さ
せ
な
い
た
め
、「
教
育
・
学

び
」「
健
康
・
生
活
」「
推
進
体
制
の

構
築
」
の
３
つ
を
柱
と
し
て
81
の
事

業
で
貧
困
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
特
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
を
重
点

的
に
支
援
す
る
な
ど
、
早
期
発
見
、

早
期
支
援
に
努
め
、
虐
待
、
不
登

校
、
非
行
へ
の
負
の
連
鎖
の
抑
止
へ

の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
熊
本
市
を
視

察
し
ま
し
た
。
熊
本
地
震
の
被
害
状

況
や
救
急
活
動
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
被
害
が
広
範
囲
に
渡

る
場
合
は
近
隣
の
自
治
体
の
応
援
が

不
可
欠
で
あ
り
、
応
援
協
定
の
重
要

性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

久
留
米
市
は
校
区
ご
と
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
が
あ
り
ま
す
。
各
地
域

の
福
祉
や
防
災
な
ど
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
状
況
は
本
市
と
同
様
で
す

が
、
①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が

民
設
民
営
で
あ
る
点
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
運
営
に
対
す
る
財
政
的
支
援
の
手

厚
さ
な
ど
に
相
違
点
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
自
治
体
主
導
で
は
な
く
、
地
域

主
導
の
施
策
は
大
変
興
味
深
い
も
の

で
し
た
。

　

鳥
栖
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
視
察
し
ま
し
た
。
サ
ガ
ン
鳥
栖
は

「
サ
ガ
ン
鳥
栖
支
援
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
を
毎
年
策
定
し
、
ア
ウ
ェ
イ

応
援
ツ
ア
ー
や
周
辺
市
町
と
連
携
し

た
共
同
観
戦
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
戦

略
や
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
事

業
は
、今
後
の
取
り

組
み
の
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　

富
士
宮
市
が
平
成
18
年
度
の
介
護

保
険
法
改
正
に
基
づ
き
設
置
し
た
地

域
包
括
セ
ン
タ
ー
を
基
盤
と
す
る
福

祉
総
合
相
談
窓
口
は
、現
在
、福
祉
総

合
相
談
課
と
し
て
福
祉
の
一
元
化
を

図
り
、市
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
、

多
大
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
訪
問
し
た
３
市
の

取
り
組
み
は
、
本
市
の
政
策
形
成
の

参
考
と
な
り
ま
し
た
。

所沢市で食育の説明を受ける

スポーツ振興の取り組み

熊本市で震災当時の状況について説明を受ける

育
の
能
動
的
推
進
が
図
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

熊
本
地
震
で
の
救
助
活
動

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

福
祉
総
合
相
談
の
取
り
組
み

子
供
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

所
沢
市
の

学
校
給
食
に
お
け
る
食
育

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
取
り
組
み
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